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研究課題名「脳高次機能と末梢機能の複合解析法の確立」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、実施承認日から2026年3月の間に、名古屋医学医学部附属病院に

て頚椎症性脊髄症と診断され、本研究への参加について文書で同意された方、および健

常の対照群の方です。 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

 適切な機能回復に必要な、神経損傷による運動麻痺への脳高次機能の関与を解明す

ることを目的としています。頚髄症患者さんにおいては、頚髄障害高位にかかわらず

特有の手指運動障害を生じており、筋電図による筋出力、感覚障害も疾患特有の障害

が生じていると予想されます。 

 

研究方法： 

研究責任者、分担研究者が測定に当たらせていただきます。以下2つの検査を行いま

す。 

① 筋電図を使用した手指巧緻運動評価  

書字や箸、手指離握手など実際の巧緻動作中の筋活動モニタリングを行います。前腕

に表面筋電図を装着し、パフォーマンス低下の原因となる手外筋の異常筋活動を評価

します。筋電図は、血圧計様のバンドを装着するのみで計測可能なデバイスを用いる

ため、針の使用などの痛みを伴いません。時間軸を合わせて計測値を統合し、経時的

な筋活動とアウトプット動作の関連性を評価します。 

② 感覚運動統合解析  

豊田合成株式会社の静電誘導式センサe-Rubber(eR: 微弱な応力を経時的に測定可能)

を利用し、指先の運動出力の調整能をみるforce trackingタスクを実施・測定し、感

覚運動統合機能の定量評価を行います。 

感覚野でのフィードバック情報の処理と運動前野との連合性の強さを反映する感覚運

動統合評価を目指したタスクを実施します。 

研究期間：実施承認日 ～ 2028年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

カルテデータとして、身体所見、頚髄症JOAスコア、visual analogue scale、採血

データ、レントゲンデータ、MRI、CT、採血結果、心電図 等 



 

 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科整形外科学  

医員 山内 一平 

愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65 

052-744-1908 

 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科リウマチ学 

准教授・中島宏彰 


